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第 2 章 DAG の結晶化挙動の解析 
菜種油から合成した DAG（DAG-oil）の結晶化挙動について、DSC、偏光顕微鏡観察および
結晶成分のガスクロマトグラフィー分析により解析を行った。その結果、DAG-oil で結晶化す











ら、PGFE の作用点は、1,3-PP や 1,3-PO など高融点成分の結晶核形成過程であることを
明らかにした。 
 
第 4 章 PGFE による DAG の結晶化抑制メカニズム 
DAG-oil に PGFE を添加して冷却すると、過冷却状態の DAG-oil 中に複屈折が観察され
た。また、複屈折の発生時には DAG-oil の粘度が微小に増加し、結晶とは異なるラメラ間
隔の X 線回折ピークが観察された。これらの結果は、DAG-oil 中に液晶様の構造が形成さ
れたことを示唆している。本章の解析結果を総合すると、PGFE による結晶化抑制メカニ




第 5 章 本研究の総括 
 第 2 章から第 4 章で得られた知見をまとめ、今後の展望とともに本研究を総括した。 
 
以上の研究は、DAG の結晶化制御技術の向上に繋がるのみならず、油脂全般へと応用可
能な可能性があり、油脂製品の品質向上を実現し、油脂産業の発展につながる基盤的知見
を与えるものと期待される。 
 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格があるも
のと認められる。 
 
